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審議会等の会議録 

 

審 議 会 等 名 令和３年度第５回海老名市市民活動推進委員会 

開 催 日 時 
令和４年３月５日（土） 

午前９時15分から午後３時30分まで 

場 所 海老名市役所７階 701会議室 

出 席 者 

市民活動推進委員会８名 

堀尾委員長、澁谷副委員長、勝田委員、大島委員、 

瀬戸委員、川田委員、木下委員、髙橋委員 

 

事務局５名 

市民活動推進課長 中島 真二 

市民活動推進課 市民活動推進係長 古賀 雅敬 

市民活動推進課 市民活動推進係主任主事 加藤 英里 

市民活動推進課 市民活動推進係主事補 山田 隼 

市民活動推進課 市民活動推進係主事補 中村 月菜 

傍 聴 人 数 10人 

公 開 の 可 否 □公開 ■一部非公開 □非公開 

一部非公開・

非公開の理由 
海老名市市民参加条例第13条第１項第３号に該当するため 

議 題 

（１） プレゼンテーション審査の実施要領について 

（２） プレゼンテーション及び質疑応答 

（３） 交付団体の決定及び交付金額の決定 

資 料 

（１） 次第 

（２） 令和４年度海老名市市民活動推進補助金 

≪プレゼンテーション審査 実施要領≫ 

（３） 令和４年度海老名市市民活動推進補助金 

審査申込団体一覧表 
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〇会議の内容 

１ 開会（事務局） 

 

２ 委員長挨拶（委員長） 

 

３ 議題 

 （１） プレゼンテーション審査の実施要領について 

各委員が各団体に対して行った採点の結果から平均点を算出し、合否を

決定する。合格基準は 27 点以上とし、基準未満は補助の対象外とする。 

 

 （２） プレゼンテーション及び質疑応答 

①  【入門編】海老名のら猫を増やさない会 

事業名称：TNR 先行型地域猫啓蒙啓発・保護猫譲渡会開催事業 

申 込 額：100,000円 

事業内容：セミナーの開催、保護猫の譲渡会の開催  

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 啓蒙活動としてセミナーを行うとのことですが、詳細について

教えてください。  

（団体）（地域猫セミナーについて） 

日程は申請書類に記載のとおり 4/23 に開催を予定していま

す。内容については、平塚野良猫を増やさない会の代表の方を

講師にお迎えし、地域にいる猫の扱い方や、看病の仕方等地域

猫活動についてお話いただく予定です。 

     コロナの影響もあるとは思いますが 30 人程の規模を予定して

います。 

    （子ども向けセミナーについて） 

     市内にある動物病院の院長にご協力いただきます。定員は、

１組２名の 15 組（30 名）までとし、野良猫の扱い方等自由

研究に活用していただけるようなにセミナーを開催する予定

です。 

（委員） 地域猫セミナー、子ども向けのセミナーの参加対象年齢につ

いて教えてください。 
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    （団体） 地域猫セミナーについては、大人を対象とし、子ども向けセ

ミナーについては、親子で参加していただくことを予定してい

ます。 

（委員） セミナー等はどう PR、広報活動していきますか。 

（団体） 自治会の回覧板や地域の広報板、SNS を活用していきたいと

考えています。 

（委員） 補助金の主な使途はセミナーの会場費ですか。 

（団体） はい。コロナの状況をみながら部屋数を増やして借りる等 

対策していく予定です。 

（委員） しっぽ村と連携はされるのですか。 

（団体） はい。ＴＮＲ活動に使用する捕獲器をお借りする等、ご協力

いただいております。 

（委員） 先日開催された保護猫の譲渡会ではどれくらい引き取り先が

見つかりましたか。 

（団体） 今のところ３頭がトライアル中です。保護猫を譲渡する際は

必ずトライアルを行います。トライアル後、お互い納得の上で

譲渡となります。 

（委員） 捕獲した猫を譲渡するまでの間は、貴団体の会員個人が猫の

お世話をするのですか。 

（団体） はい。物資支援サイト等を活用しています。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

 

②  【入門編】えびなユース合唱プロジェクト 

事業名称：ユース合唱フェスティバルえびな vol.３ 

     ～横山潤子作品を歌おう♪～ 

申 込 額：100,000 円 

事業内容：１年に１度、若い合唱人と合唱の楽しさを分かち合う合唱 

祭、『ユース合唱フェスティバルえびな』を開催する。  

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 参加校はまだ決定していないとのことですが、今現在、申込

みがあった学校はありますか。 
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（団体） はい。中学校２～３校、高校１～２校、大学のグループ２組

ほどご協力いただく予定です。 

（委員） プレゼンの中で映像を使用されていましたが、今回の申請事

業も同規模程度で計画されていますか。 

（団体） 映像より多少人数は減ります。横のスペース等を使ってソー

シャルディスタンスを確保し、実施予定です。  

（委員） 参加するには学校（団体）単位である必要がありますか。 

     部活等に所属していない個人の方は参加できませんか。 

（団体） 個人の方（１名～）でもご参加いただける体制を整える予定

です。 

（委員） 講師謝礼で 100,000 円とされていますが、もし、補助金の交

付が受けられなった場合、謝礼の調整はできますか。 

（団体） 謝礼については、講師の方とご相談して決めているため、参

加者を増やす等収入が増えた分を講師謝礼に充当する形をとり

ます。 

（委員） 参加者から出演費を徴収するとのことですが、無料で参加す

ることはできませんか。 

（団体） 無料参加も検討しましたが、運営上厳しいため、参加される方

にご理解をいただきお支払いいただく予定です。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

 

③  【入門編】Root 

事業名称：健康増進や疾病予防を目的とした健康講座  

申 込 額：100,000 円 

事業内容：市民の健康増進のため、健康講座を開催し、専門的な機器

を使用する等個別的な指導を行う。 

（年間を通して偶数月の下旬開催） 

          

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 運動指導は、講演会の中で行いますか。それとも、別々で行

いますか。 
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（団体） 講演会の中で行います。まず、講義を行い、病気に関する知

識等を学んでいただいた後、実際に体験していただく流れとな

ります。 

（委員） 参加者の方々が患っている病気はそれぞれ違うと思います

が、医療機関等との連携はされるのですか。 

 

（団体） 今回の事業では、連携予定はありませんが、病気を患った

方々をフォローする活動を通して、まず団体の周知を図り、最

終的には地域のクリニック等と連携していきたいと考えていま

す。 

（委員） 理学療法士の方が、医師の指示なく運動指導を行うことは法

律上問題ありませんか。 

（団体） １次予防に関する指導を行うことは法律上問題ありませんの

で、今回の申請事業に影響はございません。 

     ２次、３次予防に関する指導を行う場合は、医師の指示が必

要となります。 

（委員） 医療機関から民間施設への医療シフトとは具体的にどういう

ことですか。 

（団体） 医療機関と民間施設が連携し、病気を患った方々に運動指導

を行っていくということです。 

（委員） 有料講座を行うとのことですが、会員の方が勤務されている

病院名をポスター等に記載するのですか。また、その場合、病

院側の了承は得ておりますか。 

（団体） プライベートでの活動になりますので、病院側が介入するこ

とはありません。 

ポスター等には病院名は記載せず、理学療法士と記載する予

定です。 

 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 
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④  【入門編】テクノガーデン EBINA 

事業名称：テクノスクール（プログラミング） 

申 込 額：100,000 円 

事業内容：市内の小学生を対象に、テクノスクールを開催する。 

プログラミングを通じ、キーボード入力の習得やゲームを 

作る側（プログラムする）楽しさを体験することで、 

夢ある将来に活かす。 

 

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 今後の展望として、３年後までの内容が書かれていますが、

この事業は３年で打ち切るということですか。 

（団体） ３年以降も事業は継続します。記載内容は Ichigojam を使用

した学習サイクルの一部になります。 

（委員） そうしますと、学習を始めた時期によりスキルが違うため、

１年目の方と２年目の方では別の学習内容になるということで

すか。 

（団体） はい。そうです。 

（委員） 開催にあたり、チラシ等で広報活動を行いますか。 

（団体） 昨年の 11 月にテスト的にスクールを開催し、とても反響があ

りましたので、チラシ等を配布すると予定よりも多くの方が参

加されることも考えられます。そのため、今回は参加人数 10 人

くらいを目処に募集をしたいと考えています。 

         今回の申請事業では、チラシ等は配布せずに、口コミのみで 

募集する可能性もあります。 

（委員） 参加者が有馬図書館周辺に住む小学生に限られたりはしませ

んか。 

（団体） 海老名市内どこからでも参加いただけるような体制は整える

予定です。 

（委員） 昨年 11 月に開催された際の参加者数について教えてくださ

い。 

（団体） 10 名でした。 

（委員） 講師の方について教えてください。 
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（団体） ご自身で会社を経営されている方になります。 

（委員） 大学等との連携は検討されていますか。 

（団体） 事業を展開していく中でそういったお話があれば検討してい

きます。 

（委員） Ichigojam は組み立てた後、持ち帰ることができますか。 

（団体） 参加費 500 円を頂く場合、お持ち帰りいただけます。 

（委員） 自宅に持ち帰ったとして、子どもたちは何かに活用すること

ができますか。 

（団体） 自宅のテレビに繋げることができます。 

（委員） 教材費 6,000 円とありますが、どのようなものを購入されま

すか。 

（団体） キーボード、電源、モニター、基盤になります。通常１万円

程度かかりますが、6,000 円まで値段を抑えました。 

 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

 

⑤  【充実編】Women‘s life care 

事業名称：産前産後のママの身体ケア啓蒙活動事業 

申 込 額：200,000 円 

事業内容：子育てに役立つ冊子の作成及び冊子を活用した講座の開催 

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 冊子について、3,000 部印刷されるとのことですが、１年間

で全て配布することはできますか。また、配架場所について教

えてください。 

（団体） １年間で配布することを予定していますが、配布できなかっ

た場合には、２～３年以内には全て配布したいと考えていま

す。 

     配架場所については、市内の産婦人科や小児科を予定してい

ます。 

（委員） 補助金が収入の大部分を占めていますが、もし、補助が受け

られなかった場合、どう事業を継続していきますか。 
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（団体） 補助金を受けられなった場合には、まず、他の助成制度を探

します。見つからなかった場合には、冊子の発行部数を減らす

等しなければ事業の継続は難しいと考えています。  

（委員） 当補助金の申請は初めてになるかと思いますが、充実編から

申請された理由について教えてください。 

（団体） 団体としては活動実績があり、今回の申請事業を計画してい

く中で内容を充実させるため、また、事業規模に見合った金額

で申請をさせていただきました。 

（委員） 団体で運営されているサイト内で冊子に記載する内容を紹介

することはできませんか。 

（団体） 冊子の内容については、産前産後のお母さんだけでなく、そ

のパートナーの方にも見ていただいと考えております。そのた

め、検索等しなくても閲覧することができる紙面で発行する必

要があると考えています。 

（委員） デザイン費が高いように思いますが、冊子を発行する際は毎

回こちらの費用がかかるのでしょうか 

（団体） 今回のデータはいただけるため、今後発行する際は、データ

を活用していく予定です。 

（委員） 印刷製本費に関して、１部約 16 円とありますが、これは具体

的にどういうことですか。 

（団体） 印刷会社に印刷を依頼するときにかかる金額になります。 

    印刷時期や、部数によって料金が多少前後するため、約 16 円と

記載させていただきました。 

（委員） 今回の申請事業と同じような活動を行う団体は他にどれくら

いありますか。 

（団体） 神奈川県では、川崎市と鎌倉市が積極的に活動されていま

す。 

（委員） 海老名市にはありませんか。 

（団体） 海老名市に産前産後の身体のケアを行う団体は、ないと思い

ます。 

 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 
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⑥  【充実編】まなピタネット 

事業名称：令和４年度 学びのビュッフェ 

申 込 額：200,000 円 

事業内容：・不登校、発達障がい当事者及びその保護者向けイベント

を開催（体験型団体紹介イベント・講演会） 

     ・体験型イベントの開催 

     ・講演会の開催 

     ・教員及び支援者向けの勉強会を開催する。 

 

  

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 海老名市で不登校の方が増えていると聞きますが団体で何か

把握をされていますか。また、増えていると実感することはあ

りますか。 

（団体） 年々増えていると感じております。小学校と中学校合わせて

200 名ほどいるというお話も聞きますが、その中には、登校は

できるが自教室には入ることができず、別の教室にいるという

方もいます。 

（委員） 予算書の中の団体事業費について、内訳を教えてください。 

（団体） 主に、寄附や協賛金になります。 

（委員） 昨年度よりも予算が大きくなっていますが、収入の見込みは

ありますか。 

（団体） はい、あります。今年度に初めて学びのビュッフェを開催し

たことで実績を得たため、昨年度より多くの協賛金等がいただ

ける見込みとなっております。 

（委員） 会場について、費用の面で考えると海老名市文化会館が安く

借りることができます。こちらの使用に関しては検討されまし

たか。 

（団体） 検討はしましたが、昨年度からコロナの影響により会場が使

用できなくなる可能性があるため、現時点で使用できる確率が

高い場所を記載しております。 

（委員） 今年度に比べて会員の方が増えていると思いますが、加入さ

れた経緯について教えてください。 

（団体） 今までの情報交換会に参加されていて、今回新たに加入され

た方もいらっしゃいますが、今年度開催した学びのビュッフェ
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により、当団体の知名度が上がり、会員が増えたと感じており

ます。 

（委員） 今年度に比べ、講師の謝礼費が増えている理由について教え

てください。 

（団体） 今年度は初めての事業ということもあり、できるだけコスト

を抑えて計画しておりました。来年度は事業を拡充していく中

で、専門的な方を講師にお呼びする等、内容の充実を図ってい

きたいと考えたため、金額としては増えています。 

（委員） 印刷資本費に関しても、今年度より増えていますが、この費

用に関しても具体的に教えてください。 

（団体） 今年度より今回の申請事業の方が、イベントが増えていると

いうことが大きな理由になっています。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

 

⑦  【自立編】自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 

事業名称：自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 

申 込 額：300,000 円 

事業内容：勉 強 会／毎週月、火 金曜日にマンツーマンの学習会を 

行う。 

出前講座／講師を招き、講演会を実施する。（２回） 

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 外国人の方が在籍されているとのことですが、その方たちの

日本語習得度はどれくらいなのでしょうか。 

（団体） 学習会に参加している方は、元々日本語を話すことができま

す。 

（委員） その方たちは高校進学を目指しているのでしょうか。 

（団体） はい。そうです。 

（委員） 利用者の高校等進学状況について教えてください。 

（団体） 高校進学は様々ですが、相模原の夜間中学への編入を検討

し、最終的には高校進学を目指す等、学習意欲がある利用者ば

かりです。 

（委員） 出前講座を２回開催される必要性について教えてください。 
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（団体） 利用者の方々が視野を広げられる手助けにしたいと考えてお

ります。また、市民からも好評をいただいているため、できる

だけ多く開催したいと考えております。 

（委員） 勉強の機会を失った方々に学ぶ場を提供する事が貴団体の発

足理由だったと思いますが、先ほどの回答を聞く限り、団体の

方向性として少し違っているのかなと思います。 

今後団体として、どのような活動をしていきたいのか教えて

ください。 

（団体） 団体としては、最初の目的からそれているわけではなく、事

業規模が大きくなったという認識でいます。今後についても、

費用の問題等ありますが、今の体制で事業を続けていきたいと

考えております。 

（委員） 出前講座を開催することで、利用者や支援者が増えました

か。 

（団体） 利用者については、直接的な関係は分かりませんが、支援者

に関しては増えています。 

（委員） 団体の全体的な人数はどれくらい増えましたか。 

（団体） 確実に新規の方はいらっしゃいますが、高校への進学等でや

める人も多いため全体の合計人数は 12～13 名ほどであまり変わ

りません。 

（委員） 補助金の交付が終了した場合、同事業を継続されていきます

か。 

（団体） 寄付してくださる方や、助成金制度を探し、事業を継続して

いきたいと考えております。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

 

⑧  【自立編】特定非営利活動法人おおきな木 

事業名称：参加型音楽活動「ドラムサークル」でつながろう！ 

申 込 額：300,000 円 

事業内容：障害者の音楽療法の一環として、輪になって太鼓類を叩く

「ドラムサークル」を実施する。障害のある方もない方も、

広く受け入れる。 

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 
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＜質疑等＞ 

（委員） 今年度実際に事業を視察させていただきましたが、活動内容

が高齢者にも効果のあるものだと感じました。今後、どう関わ

らせていくのでしょうか。 

（団体） 視察にお越しいただいた際は高齢者の参加がありませんでし

たが、別日の開催時に、介護施設に入所している高齢者の方と

その奥様が参加されました。とても楽しかった等感想をいただ

きました。今後は、高齢者の方が利用されている施設にも伺え

たらと考えております。 

（委員） 音楽療法の一環として、ドラム以外の楽器を使用する予定は

ありますか。 

（団体） ドラムサークルは音楽療法事業より開かれた活動であり、似

て非なるものになります。 

（委員） 最新の決算状況に持続化給付金とありますが、こちらは今年

度は受けられないのですか。 

（団体） 令和２年度に新型コロナウイルスの影響により事業を行うこ

とができなかった際にいただいた給付金になります。今後いた

だくことはありません。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

⑨  【自立編】海老名で「第九」を歌おう会 

事業名称：えびなベートーヴェンコンサート皇帝&第九 2022  

申 込 額：300,000 円 

事業内容：海老名市文化会館にてコンサートを開催する。  

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） コロナ禍での事業開催となりますが、コロナ前と人数が変わ

らないように思います。今回計画されている規模で開催するこ

とはできますか。 

（団体） ゴールデンウイークの感染状況次第で考えたいと思っていま

す。 

（委員） 現時点で事業を計画する際は最悪の場合を考慮したコロナ対

策について考えることが重要だと感じますが、どのようにお考

えですか。 
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（団体） 今回の申請事業は、感染リスクが高いものだと自覚しており

ます。 

     緊急事態宣言が発出されるようであれば、練習等も中断する

必要があると考えております。 

    （委員） 今後、団体を自立させていくためどう対応されていきます 

か。 

    （団体） 若い会員を増やす必要があると考えています。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

⑩  【自立編】一般社団法人 あいラブバスケットボールクラブ 

事業名称：バスケットボール普及プロジェクト『海老名 de バスケ』  

申 込 額：300,000 円 

事業内容：年間をとおして、バスケットボール体験イベントを開催す

る。（全７回） 

 

＜発表団体より審査申込事業についての説明＞ 

 

＜質疑等＞ 

（委員） 中学校の部活等と連携はされていますか。 

（団体） 練習試合等を行っておりました。 

（委員） 貴団体のクラブチームに所属されている方々は、部活動にも

所属されていますか。 

（団体） はい。います。 

（委員） 指導者等の問題により、選手が思い切りバスケを楽しむ環境

が整ってないということについて、具体的に教えてください。 

（団体） 私自身、ミニバスケットボールの指導者をしており、そこに

通う方に聞いた話にもなりますが、中学校に上がると、指導者

の異動等により力の入れ具合に差が生じ、楽しむ環境が左右さ

れてしまうということです。 

（委員） 参加定員数について、全７回とも同じ会場での開催なのに、

定期的に行うイベントと、大規模イベントで差があるのはなぜ

ですか。 

    （団体） 大規模イベントの人数を多くした理由は、夏休みに行うとい

うこともあり、多くの参加を見込めると思ったからです。 

         また、コロナの影響もあるため、人数の規模は少なく見積も

っています。 
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    （委員） 当補助金の申請は初めてになるかと思いますが、自立編から

申請された理由について教えてください。 

（団体） 事業を計画する中で、内容を充実させるため、また、事業規

模に見合った金額で申請をしました。 

（委員） 入門編から申請いただいたほうが６年間補助を受けることが

できますか、検討されましたか。 

（団体） 長い目で見ると入門編からの申請が良いかもしれないです

が、活動内容の充実を図るといった面で考えると、今回の申請

額が妥当だと考えています。 

（委員） 部費というのは、バスケットボールの普及・振興を行う方々

ではなく、技術向上を目指す方々が支払っているものになりま

すか。 

（団体） はい、そうです。 

 

＜プレゼンテーション終了、採点＞ 

 

（３） 交付団体の決定及び交付金額の決定 

① 海老名のら猫を増やさない会・・・・・・100,000 円 

② えびなユース合唱プロジェクト・・・・・100,000 円 

③ Root・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000 円 

④ テクノガーデンＥＢＩＮＡ・・・・・・・100,000 円 

⑤ Women‘s life care・・・・・・・・・・200,000 円 

⑥ まなピタネット・・・・・・・・・・・・200,000 円 

⑦ 自主夜間中学 えびなえんぴつの会・・・300,000 円 

⑧ 特定非営利活動法人おおきな木・・・・・300,000 円 

⑨ 海老名で「第九」を歌おう会・・・・・・300,000 円 

 

合計 1,700,000 円 

 

４ 今後の予定 

答申：令和４年３月18日（金）午前９時30分から  

海老名市役所３階市長応接室 

 

 

５ 閉会（進行：事務局） 

 


